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１　比とは？

Ａ君が3600円、Ｂ君が2400円持っていたとします。この２人の所持金を比べるのにはどういう方法が

あるでしょうか。

①差で比べる

3600－2400＝1200円ですから、Ａ君はＢ君より1200円多く持っています。これは差で比べます。

②商で比べる

3600÷2400＝1.5ですから　Ａ君はＢ君の1.5倍のお金を持っています。これは商で比べます。

ところが、単純に並べて比べることもできるのです。

Ａ君：Ｂ君＝3600：2400　（Ａ君対Ｂ君は3600対2400）となります。このとき、3600円も2400円も

1200円で割れますから、

Ａ君：Ｂ君＝３：２と表すことができます。これを比といいます。

：の前を前項、：の後を後項といい、前項÷後項＝比の値と定義します。

この場合で言えば3600÷2400＝1.5が比の値になります。

普通、比は、もっとも簡単な整数比であらわすことにします。

３：1.75はどうなるでしょうか？1.75は小数ですからこれを整数にするためには４倍すればよいこと

になります。後項を４倍するのですから、前項も４倍しなければ値が変わってしまいます。

３×４：1.75×４＝12：７　これがもっとも簡単な整数比になるわけです。

さて、ここで大事な点があります。上の例を使ってみましょう。

３：1.75＝12：７です。この式において、等号をはさんでいる２つの項を内項（ないこう）、外側の

２つを外項（がいこう）といいます。

　　　　　　　　　　２項間の比では内項の積＝外項の積になります。

上の例では　1.75×12が内項の積、３×７が外項の積になります。それぞれ21になりますね。

この性質は非常によく使いますから、必ずマスターしてください。

（例題）

１　次の比をもっとも簡単な整数比に直しなさい。

　　①　1.25：3.5＝

１ １
②　１ ：２ ＝
３ ４

１
③ 4.25：３ ＝

６

④　0.4km：1200cm＝

⑤ 12000cm３：18dl（デシリットル）＝

（解説と解答）

①1.25：3.5は両方を４倍します。　1.25×４：3.5×４＝５：14 （答え）５：14　

１ １ ４ ９
②１ ：２ ＝ ： ですから両方を12倍して16：27 （答え）16：27　
３ ４ ３ ４

１ 17 19
③4.25：３ ＝ ： 　ですから両方を12倍して51：38 （答え）51：38　

６ ４ ６
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④ｍで考えると、0.4kmは400ｍ、1200cmは12ｍです。したがって400：12＝100：３

（答え）100：３　

⑤１dlは100cm３です。したがって18dlは1800cm３になります。よって

　12000：1800＝20：３（600で両方を割ります。）

（答え）20：３　

（例題）

　次の（　　　）にあてはまる数字を答えなさい。

１
①12：１　　＝３：（　　　）

３

１
②1.75：４ ＝（　　　）：８

５

③180ｍ：0.12km＝（　　　）：５

（解説と解答）

２項間ですから、内項の積＝外項の積で計算していきます。

①内項の積は

１ ４ ４
１ ＝ ですから　 ×３＝４になります。したがって外項の積も４にならなければならな
３ ３ ３

いので、 １ １
４÷12＝ （答え）

３ ３　

②外項の積は １ ５ 10 １ １
　　　　　　　　1.75×８＝14　14÷４ ＝14× ＝ ＝３ （答え）３

５ 21 ３ ３ ３　

③180：120＝３：２＝（　）：５より３×５÷２＝7.5

（答え）7.5　

（練習問題）

１　Ａ：Ｂ＝５：３でお金を持っています。ＡはＢよりも1200円多く持っているとすれば、Ａはいく

ら持っていますか。

２　Ａ：Ｂ＝４：７でお金を持っています。ＢがＡに600円上げると二人のお金は等しくなるそうで

す。二人が持っているお金の合計はいくらですか。

３　Ａ：Ｂが600個のみかんをわけることにしました。ＡはＢよりも120個多いそうです。二人がも

らったみかんの数は何：何ですか。

４　Ａ：Ｂ＝11：９でお金を持っています。いまＡ君の方がＢ君よりも400円多くなっています。

Ａ：Ｂ＝３：７にするためにはＡ君はＢ君にいくらあげなければいけないでしょうか。

５　Ａ：Ｂ＝８：５でみかんを分けることにしました。これをＡ：Ｂ＝３：２にするとＡ君は最初よ

り３個少なくなるそうです。みかんは全部で何個ありますか。

（解説と解答）

１　５－３＝２が1200円にあたります。1200÷２＝600　600×５＝3000

（答え）3000円　

２　４＋７＝11　11÷２＝5.5　７－5.5＝1.5が600円にあたります。600÷1.5＝400円

-2-



400×11＝4400

（答え）4400円　

３　600＋120＝720　720÷２＝360　600－360＝240より

　　360：240＝３：２

（答え）３：２　

４ 11－９＝２ 400÷２＝200　200×（11＋９）＝4000円　（二人が持っているお金の総額）

4000÷（３＋７）＝400　400×３＝1200 200×11＝2200　より2200－1200＝1000

（答え）1000円　

５ Ａ：Ｂ＝８：５　は全体では13　Ａ：Ｂ＝３：２ は全体では５　したがって

　　13と５の最小公倍数を65をするとＡ：Ｂ＝８：５＝40：25　Ａ：Ｂ＝３：２＝39：26

Ａは３個少なくなったのだから、40－39＝１が３個

したがって３×65＝195

（答え）195個　

２　連比

Ａ：Ｂ＝３：２でＢ：Ｃ＝５：６のとき、Ａ：Ｂ：Ｃは何対何対何になりますか。

この問題はどう解けばよいでしょうか。

Ａ　　Ｂ　　Ｃ 左のように考えればよいのです。Ｂは２であり、５ですからその最小公倍数

３ ２ 10にすればよくなります。したがってＢが10になればＡは15になりますし、

５ ６ Ｃは12になりますから、Ａ：Ｂ：Ｃ＝15：10：12

15 10 12 （答え）15：10：12　

（例題）

左図のように直線上にＡＢＣＤの４点があります。

ＡＣ：ＣＤ＝５：３　ＡＢ：ＢＤ＝２：３のとき、

ＡＢ：ＢＣ：ＣＤは何対何対何になりますか。

（解説と解答）

　５＋３＝８　２＋３＝５ですから８と５の最小公倍数40を全体にします。

　するとＡＣ：ＣＤ＝25：15 ＡＢ：ＢＤ＝16：24したがってＢＣ＝９です。

　したがってＡＢ：ＢＣ：ＣＤ＝16：９：15

　　　　　　　　（答え）16：９：15　

（練習問題）

１　Ａ：Ｂ＝５：４　Ａ：Ｃ＝３：２です。Ｂ：Ｃは何対何ですか。

２　Ａ：Ｂ＝７：５です。Ｂ：Ｃ＝４：１です。ＡがＣよりも920円多く持っているとするとＢは　

　　いくら持っていますか。

３　ある三角形があります。ＡＢＣの３つの角の比は５：３：２です。Ａは何度ですか。

４　ＡＢＣの３人が6000円を分けることにしました。Ａ：Ｂ＝３：２で、ＣはＢの６分の５です。

　　Ａはいくらもらいましたか。

５　Ａの３分の１はＢの７分の２に等しいそうです。Ａ：Ｂを求めなさい。
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（解説と解答）

１　Ａ　Ｂ　Ｃ

５ ４ 左のようになりますからＢ：Ｃ＝12：10＝６：５

３ ２

15 12 10 （答え）６：５　

２ Ａ　Ｂ　Ｃ となります。28－５＝23が920円にあたります。

７ ５ 920÷23＝40　40×28＝1120

４ １

28 20 ５ （答え）1120円　

３ 180÷（５＋３＋２）＝18　18×５＝90

（答え）90度　

４　Ａ：Ｂ＝３：２　Ｂ：Ｃ＝６：５　よりＢを６とすればＡ：Ｂ：Ｃ＝９：６：５

９＋６＋５＝20より6000÷20×９＝2700

（答え）2700円　

５

　 １ ２ ２ １
Ａ× ＝　Ｂ× よりＡ：Ｂ＝ ：　　＝６：７
３ ７ ７ ３ 　(答え）６：７

３　倍数変化算

Ａ：Ｂ＝３：２でお金を持っています。Ａが600円　Ｂが1200円使ったので、残金の比が５：２に

なりました。Ａは最初、いくらもっていましたか。

上のような問題が倍数変化算です。合計が変わってしまうので、分配算を使えません。したがって以

下のように解きます。

　Ａが持っているお金を③　Ｂが持っているお金を②とすると

　③－600：②-1200＝５：２になります。このとき内項の積＝外項の積ですから

　（②－1200）×５＝（③－600）×２ ⑩－6000＝⑥－1200 ④＝4800　①＝1200

1200×３＝3600 （答え）3600円　

（練習問題）

１　Ａ：Ｂは５：３でお金を持っています。360円ずつ出し合って１冊本を買ったので、

　　残金の比は９：５になりました。Ａは最初いくら持っていましたか。

２　姉と妹が５：２でお金を持っています。妹が400円もらったので、残金の比は３：２になりまし 

    た。姉が今持っているお金はいくらですか。

３　Ａ君はＢ君の３倍のお金をもっていました。二人とも100円ずつ使ったので、Ａ：Ｂ＝５：１

    になりました。Ａ君は最初、いくら持っていましたか。。

４　兄と弟の持っているビー玉の個数の比は５：３でした。兄が弟に12個あげたところ、兄と弟の  

    ビー玉の個数は等しくなりました。はじめに兄が持っていたビー玉の数は何個ですか。

５　ＡチームとＢチームの合計は48人です。Ａチームは男女比が３：２　Ｂチームが１：２です。

    Ａチームの男性とＢチームの女性の人数は３：２です。Ａチームの女性は何人ですか。
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（解説と解答）

１　

　Ａ：Ｂ＝５：３よりＡの持っているお金を【５】、Ｂの持っているお金【３】とします。

　【５】－360：【３】－360＝９：５　【27】－3240＝【25】－1800

　【２】＝1440　【１】=720　720×５＝3600

（答え）3600円　

２

姉が持っているお金を⑤とすると、妹のお金は②になります。

　⑤：②＋400＝３：２になります。内項の積＝外項の積ですから、⑥＋1200＝⑩

　④＝1200　①＝300　　　300×５＝1500

（答え）1500円　

３

　Ａ君の持っているお金を③とするとＢ君のお金は①になります。

　③－100：①－100＝５：１　⑤－500＝③－100　②＝400 ①＝200　200×３＝600

（答え）600円　

４

兄が持っているビー玉の数を⑤とすると、弟は③になります。

　⑤－12＝③＋12　②＝24　①＝12 12×５＝60

（答え）60個　

５

　　Ａ　　Ｂ

男 【３】　① 【3】：②＝３：２より⑥＝【6】　①＝【１】

女 【２】　② よってＢの男は【１】　女性は【２】　合計で【８】＝４８人ですから

【１】＝６人　　６×２＝12

（答え）12人

今回は比の導入を勉強しました。これまでいろいろな特殊算を勉強してきましたが、そのほとんどを

比で解くことができます。したがって、この単元の勉強は非常に大事ですし、入試にも頻出します。

わからない数字を①とおいたり、【１】とおいたりしていますが、数学では言えばｘとおくのと同じ

です。ただし、移項や正負の数の勉強をせずに解いていますので、最初はやや、難しく感じるかもし

れません。例えば③＋12＝④－８を考えるとき、○の数で比較すると右式の方が１つ多くなります。

＋12とー８では12もらうのと８とられるのを比較するので、その差が20あると考えるのです。した

がって与式は①＝20という答えを導くことができるのです。

比は、さらに発展して相似形や速さなどにもどんどん応用ができていきます。したがって比ができる

ようになると、算数の得点力は飛躍的に伸びていきますから、ぜひがんばってください。（田中貴）
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